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家庭教育学級長さん応援つうしん 手
て

塩
しお

教頭先生 

かなえママ きょーくん 

郡上市立大和中学校では、家庭教育学級「１家庭１

実践」の取組として、「夏休みに家族のために朝食を作

ろう」を計画し、夏休み前の６月に、１年生と保護者向け

に食育講演会が開催されました。 

今回は、当日の講演会と夏休み期間中の実践活動

の内容をご紹介します。 

 

【活動の目的】 

 

【講演会の内容】 

 

 子どもたちの朝食に野菜が不足しているという実態があり、成長期の身体作りに欠かせない 

朝食の大切さを親子で学んでいただき、ご家庭で生徒自身に朝食づくりを実践いただけるよう 

計画しました。 

 

＜講 師＞ 栄養教諭  山下 由美子 先生 

 

＜講演名＞ 「朝食を見直そう」  

      ～家庭で家族のために食事を作ろう～ 

＜講演内容＞ 

朝食を食べるといいことがいっぱい！ 

１ 充実した生活をするために 1日の生活リズムを整える→食事の時間（間隔）を整える 

２ 朝食を食べると、体温が上がる→朝食をしっかりとると、昼まで体温が保たれる 

  朝食の中身で、体温の上がり方が違う 

３ 朝食をステップアップしよう 

  夏休みにバランスのよい朝食をとることが、２学期の生活リズムを整えることにつながる 

４ 保護者と一緒に、朝食の献立を考えよう 

  栄養のバランス・季節感のある材料・地産地消・味のバランス・彩り・家族の好み等を考え
ながら、保護者と一緒に夏休みに家族のために作る朝食の献立を考える  

５ 簡単に作れる朝食の紹介 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【親子で朝食の献立を考える時間】 

 

 

 

 

夏野菜を使った料理には、どん

なものがあるかなあ。なるべく

家の畑で採れた野菜を使って作

ってみようか。 

マヨネーズ味が多くなってし

まったなあ。味のバランスを

考え直してみようか。 

 

栄養のバランスも考えて、肉や魚を使った

献立も考えないといけないよね。肉か魚、

どっちにする？ 

 

【夏休み後に提出された食事作りの実践カード】 

 

【保護者から生徒へのメッセージ】 

 
・７人家族なので、作る量が多くて大変でしたね。彩りや食材のバランス、季節を意識して家

族みんなが大好きなメニューで、みんなが喜んでくれてよかったね。 

・一緒にご飯が作れて楽しかったね。味噌はおばあちゃんが作った豆味噌、お米や野菜はおじ

いちゃんが育てたものだから、みんなで感謝していただこうね。ありがとう。 

・テーマが「夏野菜」なので、朝市での買い出しの時も、相談しながら献立を考えたね。一緒

に楽しんで食事作りができて、よい夏になりました。また、作ってね。 

 夏休みの実践カードから、多くの家庭でバランスのよい食生活を送っていただけたことがわ 

かりました。 

今後も各家庭での食事について、子どもたち自身も関心をもって、家族と一緒に楽しく取り

組んでもらいたいと思います。 

 

【主催者の感想】 

 

【取材を終えて】 

 
 「うちの畑で育てた野菜の炒めもの」、「郡上味噌を使った生姜焼き丼」、「妹たちが嫌いなも 

のでも残さずに食べられる料理」、「暑い夏を乗り切る冷や汁」など、生徒たちの思いのこもっ 

た朝食で、家族みんなの笑顔にもつながる取組になったと思います。 

 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

郡上市立高鷲小学校では、毎年夏休みと冬休みに、「話そう！語ろう！わが家の約束運動」に

取り組んでみえます。 

今年の夏休みは、１年生の親子が「ハグして深める親子の絆」運動に取り組まれましたので

その内容をご紹介します。 

【活動の目的】 

 
家事や仕事に忙しい毎日を送っていますが、夏休みを利用して子どもとスキンシップをは

かる機会づくりのため、この活動を計画しました。 

まず、保護者の皆さんに岐阜県の家庭教育について学ぶ動画「愛着」を視聴してもらい、子

どもとのスキンシップや声かけが親子の絆づくりに大切であることを知っていただき、家族

で実践いただくことにしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【取組の様子】 

 
○委員さん制作の案内文書 

 「愛着の土台がしっかりして

いれば、子どもは自己肯定感を

もち、人との関係性を築くこと

ができる」ことなども動画で紹

介してあります。 

実際の取組の際には、お互い

に一声かけあうことや、感謝の

気持ちを言葉で伝え合うことの

大切さを具体例で紹介してあり

ます。 

「取組の流れ」は、どの家庭

にも、理解していただけるよう

に、順を追って丁寧に説明して

あります。 



こころが あったかくなりまし

た。ハグをして、やさしいことばを

かけてもらうと、きょうも 1日がん

ばったなというきもちになります。         

（児童） 

 

 

毎日ハグをすると、1日の疲れが

すうーっと、とれるような気がした

よ。私も癒やされて、心があたたか

くなりました。   （保護者） 

うれしいきもちになったよ。いつ

もハグをしてほしいな。 （児童） 

 

 

その時に嬉しかったことを言いな

がらハグをしたら、すごく嬉しそう

な顔をしていたね。まだまだ甘えた

い歳ごろだと思うので、これから

も、ハグをたくさんしていきたいな

と思っているよ。 （保護者） 

すごくしあわせなきもちになりました。（児童） 

 

 

忙しいとつい怒ったりしてしまうけど、毎日のハグでリセットされて、「大好き！」を伝

え合えたね。2学期も、毎日のハグを続けようね。（保護者） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【提出された個人カードから】 

 ○温かい言葉がいっぱいの個人カード 

 

【主催者の感想】 

 
親子でのハグやスキンシップを取り入れ、子どもと向

き合い、親子の絆が深まる活動を各家庭で実践いただく

ことができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（委員さん作成） 

【取材を終えて】 

 
子どもたちの夏休みを利用した実践活動により、普段

よりも子どもたちとのふれあいや会話も増えたのではな

いでしょうか。 

今後も、各家庭で続けていただきたいと思います。 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～
美濃市立大矢田小学校では、夏休みに、全校児童が親子で

作成したお花とメッセージカードを地域の高齢者施設の方々に

プレゼントする活動をされましたので、その内容をご紹介します。 

【活動の目的】 

 

各家庭には、お花の折り方などを写真入りでわ 

かりやすく記した説明書を配布されました。 

【活動の様子】 

 

「作り方は難しかったけれど、お

母さんと一緒に作ったので、心

を込めてきれいに作れました。」

（児童の感想） 

 

  

全校児童が親子で作ったお花とメッセー 

ジカードは、５，６年生の代表者が施設を 

訪れて手渡しました。 

  

【取材を終えて】 

 

入所者の皆さんは、９月の敬老の日に心のこもったプレゼントを受け取り、とても喜ばれたそ

うです。 

今後も、こうした地域の方々との交流を続けていただきたいと思います。 

 

 

 

 

大矢田小学校は、地域の高齢者施設「ディサービスゆとりろ」の

方々と以前から交流を続けています。６年生は総合的な活動の時間

に年間３～４回ほど交流活動を行っていますが、今回は全学年の親

子が夏休みの期間に作成したお花とメッセージを贈りました。 

 

 

 

 

 

 

 


